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第 1-17 表 内外価格差及び購買力平価 

Table 1-17: Comparative price levels and purchasing power parities (PPPs) 

 

 
a) industrial products; b) services for industry. 

出典：経済産業省（2025.4）「2024年度産業向け財・サービスの内外価格調査（表3及び表4）」 

注： 為替レートは、各年度7～9月における平均為替レート。 

1) 内外価格差とは、同一製品、又は同等のスペックを持つ製品の日本での価格と海外での価格の差をいう（各国＝1としたときの日本の価格

の倍率）。価格差の拡大は、国内価格の上昇、競争力の低下を示している。 

算出方法：内外価格差 =
購買力平価（円／現地通貨）

為替レート（円／現地通貨）
 

2) 購買力平価とは、同一製品、 又は同等のスペックを持つ製品の日本での価格（円）と海外での価格（現地通貨）との比率をいう。 

算出方法：購買力平価 =
日本での価格（円）

海外での価格（現地通貨）
 

 

  

2020年度 2021 2022 2023 2024 FY

内外価格差 1) Comparative price levels 

倍 times 

アメリカ 総合 1.45 1.25 1.06 1.08 1.14 USA

工業製品等 1.50 1.24 1.02 1.04 1.20 a

産業向けサービス 1.36 1.27 1.12 1.15 1.03 b

中国 総合 2.59 2.20 2.01 2.07 2.13 CHN

工業製品等 2.10 1.78 1.68 1.74 1.88 a

産業向けサービス 3.44 2.93 2.57 2.63 2.56 b

購買力平価 2) PPPs 

円／各国通貨 JPY/national currency 

アメリカ 総合 155.43 137.48 146.45 156.09 169.45 JPY/USD USA

工業製品等 160.83 136.17 141.15 150.38 178.73 a

産業向けサービス 146.26 139.71 155.45 165.79 153.67 b

中国 総合 39.76 37.50 40.60 41.37 44.57 JPY/Yuan CHN

工業製品等 32.16 30.21 33.95 34.83 39.24 a

産業向けサービス 52.67 49.88 51.90 52.48 53.64 b

データブック国際労働比較2026｜労働政策研究・研修機構 (JILPT)




